次世代の担い手育成推進事業実施要領

１　目的
　　幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等に福祉教育アドバイザー（以下、「アドバイザー」という。）を派遣し、成長段階に合わせて、フィールドワークや体験学習等のモデル事業を実施し、児童・生徒をはじめとした若年層の福祉・介護に関する理解を深めることを目的とする。
２　事業の内容
　　園児・児童・生徒・教員等に対し、福祉及び介護に関する理解の促進を図る授業の実施。
　　
３　アドバイザーの派遣申請
アドバイザーの派遣を希望する者は、次の書類を、授業実施希望日の２ヶ月前までに北海道保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課に提出するものとする。

（１）派遣申請書（別紙様式１） 

（２）授業の概要、展開方法がわかる資料等
４　アドバイザーの派遣決定

知事は、派遣申請書を審査し、本事業の目的等から派遣が適当と認められる場合は派遣決定通知書（別紙様式２）を、派遣が不適当と認められる場合は派遣審査結果通知書（別紙様式３）を、申請者に送付する。

５　派遣時間

　　授業時間に当日の準備時間等を足したものを派遣時間とし、１授業あたり

の派遣時間に含むことができる準備時間等は最大1時間までとする。

６　派遣に要する費用

アドバイザーの派遣に要する費用として、報償費及び旅費を次のとおり支給する。

（１）報償費　　１時間（６０分）当たり８千円とし、時間の端数については、３０分未満は切り捨て、３０分以上は切り上げとする。

ただし、全体で３０分未満の場合は１時間（６０分）とみなす。

（２）旅費　　　北海道職員等の旅費に関する条例(昭和２８年条例第３８号)による行政職６級以下相当額とする

７　実施報告

派遣の決定を受け本事業を実施した者は、派遣終了後、速やかに派遣実施報告書（別紙様式５）に、派遣実施後アンケート（別紙様式６）及び（別紙様式７）、(別紙様式８)又は（別紙様式９）のいずれかを添付し、北海道保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課に提出する。

８　アドバイザーの登録

（１）アドバイザーへの登録を希望する者は、アドバイザー登録カードに下記内容を記載の上、北海道保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課に提出する。

・氏名、生年月日、性別、現住所及び連絡先
・所属及び連絡先　
・指導可能な日程及び内容（ジャンル）
・福祉活動及びボランティア活動歴

・推薦を受けた職能団体及び市町村社会福祉協議会等の名称

（２）知事は、上記（１）のアドバイザー登録カードの内容を審査し、アドバイザーとして適当な場合は、その情報を登録し適正に管理する。
（３）登録期間は、登録日から令和８年（2026年）３月３１日までとする。

　　　なお、この登録は本人の申出により取り消すことができるものとし、申出がない場合は継続することとする。

　　　また、登録者が、虚偽又は不正の事実に基づいて登録を受けた場合や、信用を失墜するなど道のアドバイザーとして不適切な行為を行った場合は、その登録期間内であっても登録を取り消すこととする。

９　アドバイザーの委嘱

（１）知事は、学校等からの派遣申請に基づき、登録者の中からアドバイザーとして委嘱する。

（２）委嘱の期間は、委嘱日から令和８年（2026年）３月３１日までとする。

10　アドバイザーへの依頼
　　知事は、アドバイザーとして委嘱した者の中から、幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等からの申請内容に合致する者に対し、依頼書（別紙様式４）に派遣申請書の写しを添えて、派遣を依頼する。

11　本事業に関する窓口

北海道保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課とする。
附　則

この要領は、平成２１年５月２９日から施行する。

附　則

改正後の要領は、平成２２年４月１２日から施行する。

附　則

改正後の要領は、平成２４年７月２０日から施行する。

附　則

改正後の要領は、平成２７年７月２４日から施行する。

　　附　則

　　　　改正後の要領は、平成２９年４月３日から施行する。
附　則
　　　　改正後の要領は、平成３０年４月４日から施行する。
附　則
　　　　改正後の要領は、令和元年（2019年）７月２４日から施行する。
附　則
　　　　改正後の要領は、令和２年（2020年）４月１日から施行する。
　　附　則
　　　　改正後の要領は、令和３年（2021年）５月10日から施行する。
　　附　則
　　　　改正後の要領は、令和４年（2022年）４月６日から施行する。
　　附　則
　　　　改正後の要領は、令和５年（2023年）４月１日から適用する。
　　附　則
　　　　改正後の要領は、令和５年（2023年）６月１日から適用する。
　　附　則
　　　　改正後の要領は、令和６年（2024年）４月１日から適用する。
